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新
春
恒
例
の
「
新
年
互
礼
会
」
が
１
月
13
日

㈮
、
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、
多
数
の
ご
来
賓
を
お

迎
え
し
、
当
所
役
員
・
議
員
合
わ
せ
て
約
150
名

が
一
堂
に
会
し
、
出
席
者
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
、
晴
れ
や
か
な
新
年
の
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。

　

念
頭
に
あ
た
り
、
平
尾
勲
雄
会
頭
よ
り
新
年

の
挨
拶
を
述
べ
、
続
い
て
ご
来
賓
の
方
々
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。鏡
開
き
の
後
、
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
名
刺
交
換
を
行
い
、
新
年
の

抱
負
や
経
済
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

交
わ
し
て
、「
酉
年
」
へ
の
明
る
い
飛
躍
を
期
待

し
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
㈫
、
阿
南
市
文
化
会
館

に
於
い
て
、
平
成
28
年
度
優
良
従
業

員
表
彰
式
が
阿
南
地
区
選
出
の
県
議

会
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓

を
お
迎
え
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
表
彰
式
は
事
業
所
か
ら
の
推
薦

に
基
づ
き
、
企
業
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
従
業
員
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
10
年
以
上
勤
続
表
彰

（
阿
南
市
・
阿
南
商
工
会
議
所
・
阿

南
地
方
労
働
基
準
協
会
・
阿
南
地
区

労
務
改
善
協
会
表
彰
）が
26
名
、
20
年

以
上
勤
続
表
彰
（
徳
島
県
商
工
会
議

所
連
合
会
表
彰
）が
18
名
、
30
年
以
上

表
彰（
日
本
商
工
会
議
所
表
彰
）が
９

名
の
計
53
名（
19
事
業
所
）の
方
々
が

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
、
受
賞
者
に
は

表
彰
楯
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
所
、
平
尾
勲
雄
会
頭
よ
り「
永
年

に
わ
た
り
事
業
所
の
繁
栄
に
努
力
さ

れ
、
ひ
い
て
は
地
域
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。時
代

の
要
請
に
値
す
る
立
派
な
人
材
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
さ
れ
、
事
業
所
発
展

の
た
め
に
精
励
い
た
だ
き
、
後
進
の

ご
指
導
に
も
な
お
一
層
の
お
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
の
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞

に
続
き
ま
し
て
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
㈱
岡
部
機
械
工
業
の
多
田
あ
け

み
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
の
皆
様
方
に
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な

お
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

主
催
：
阿
南
市
・
阿
南
商
工
会
議
所

　
　
　

阿
南
地
方
労
働
基
準
協
会　

　
　
　

阿
南
地
区
労
務
改
善
協
会平尾勲雄会頭より

お祝いの挨拶
亀尾貞男副市長より受賞者に
表彰楯の授与

謝辞を述べる受賞者代表者

阿南商工会議所
「新年互礼会」開催
阿南商工会議所

「新年互礼会」開催

優
良
従
業
員
表
彰
式
開
催
〜
永
年
勤
続
の
５３
名
を
表
彰
〜

平
成
28
年
度
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御予約
受付中歓送迎会

　各種会議春春

早春の会席料理早春の会席料理

阿南市富岡町トノ町113番地の3

ご予約・お問い合わせはお気軽に!

0120-22-0126

　
建
設
部
会
は
、
西
野
賢
太
郎
部
会

長
が
中
心
と
な
り
、
平
成
28
年
度
の

事
業
計
画
と
し
て
、
阿
南
市
都
市
計

画
見
直
し
へ
の
提
言
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。平
成
29
年
度
は
徳
島
県
に
よ

る
都
市
計
画
見
直
し
の
年
で
あ
る
た

め
、部
会
員
と
協
議
し
あ
い
、素
案
を

ま
と
め
て
、
平
成
28
年
12
月
19
日
㈪

に
、
岩
浅
嘉
仁
阿
南
市
長
へ
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
内
容
は
左
記
の
通
り
で
す
。

阿
南
商
工
会
議
所 

建
設
部
会 

活
動
報
告

阿
南
商
工
会
議
所 

建
設
部
会 

活
動
報
告

岩
浅
嘉
仁
阿
南
市
長
へ
要
望
書
を
提
出

阿南市における都市計画を徳島東部都市計画区域から分離し、

徳島南部都市計画区域とし阿南市の実情に合致した都市計画

として見直すよう要望します。

要　望　書

昭和４６年現行都計法が施行され阿南市の健全な発展と秩

序ある町づくりに取り組んでいるが、ほぼ半世紀を経た今日に

おいても合併前の１４カ町村を中心として町並み形成が進ん

でいる。今後の人口減少期においては、若者が生まれ育った

地域や、市民が望む場所での住宅建設を円滑に行えるように

都市計画の変更を要望します。

阿南駅周辺から国道５５線(バイパス)に至る間においては、

道路、公共施設、民間生活インフラの整備が促進されている。

都市計画道路滝の下畭線及び県道富岡港線の範囲と、当該

道路沿線沿いの調整区域は市街化区域に変更し、市街化を

促進すべきエリアとすべきです。（別図参照）

農業振興地域の除外申請事務の迅速化と、現行年２回の除

外申請受付を毎月受付にし、除外要件の緩和を図るよう要望

します。

1.

2.

3.
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阿南商工会議所
労働保険事務組合に委託しませんか?委託しませんか?
労災保険 パートタイマーやアルバイトの方も対象
業務上の事由や通勤によるケガ、仕事が直接の原因となる病気など、
本人やご家族を保護するために必要な保険給付を行う制度です。

雇用保険 一週間の所定労働時間など
一定の条件を満たした方が対象

万一失業してしまった場合に、生活の安定を守り、再就職を促進するた
めに必要な給付を行うものです。また、失業の予防、労働省の能力開発
や向上、その他労働者の福祉増進を図るための事業も行っています。

労働者を一人でも雇用する事業主が、労働（労災保険・雇用
保険）に入る義務であり責任です。

「
労
災
保
険
」と「
雇
用
保
険
」の

 

２
つ
の
制
度
で
す
。

労
働
保
険
は

■お問い合せ
阿南商工会議所 労働保険事務組合 TEL.0884-22-2301

　

阿
南
商
工
会
議
所
の
平
尾
勲
雄
会
頭

が
会
長
を
務
め
る
「
阿
南
市
高
規
格
道

路
等
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
並
び
に

「
那
賀
川
渇
水
対
策
協
議
会
」
が
、
今

年
度
２
回
に
亘
り
、
国
土
交
通
省
・
財

務
省
並
び
に
徳
島
県
選
出
国
会
議
員
等

を
訪
問
し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
要
望
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
県
南

地
域
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

が
企
業
進
出
を
促
進
さ
せ
、
定
住
促
進

を
図
る
な
ど
の
「
ス
ト
ッ
ク
効
果
」
が

あ
る
こ
と
を
デ
ー
タ
化
し
た
り
、
地
方

の
生
の
声
を
活
か
し
て
よ
り
説
得
力
が

増
す
よ
う
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
要
望

内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

桑
野
道
路
・
福
井
道
路
の
整
備
促
進
・

早
期
完
成
と
四
国
横
断
自
動
車
道
の
早

期
完
成
並
び
に
関
連
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
整
備
の
要
望

①
道
路
関
連
予
算
全
体
の
増
額
に
つ
い

て道
路
事
業
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
計
画
的
な
道

路
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
道
路
関

連
予
算
全
体
の
増
額
を
図
る
と
と
も

に
、今
後
の
補
正
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
社
会
資
本
の
ス
ト
ッ
ク
効
果

の
最
大
化
を
図
る
た
め
、
経
済
対
策

に
資
す
る
道
路
整
備
の
推
進
に
向
け
、

防
災
対
策
に
限
ら
ず
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
等
も
含
め
て
、
公
共
事

業
予
算
を
最
大
限
確
保
す
る
こ
と
を

お
願
い
す
る
。

②
地
域
高
規
格
道
路
の
う
ち
、「
桑
野

道
路
」・「
福
井
道
路
」
の
整
備
促
進

と
「
海
部
道
路
」
の
早
期
事
業
化
に

つ
い
て

地
域
高
規
格
道
路
の
「
桑
野
道
路
」・

「
福
井
道
路
」
に
つ
い
て
整
備
を
迅
速

に
促
進
す
る
と
と
も
に
、「
海
部
道
路
」

に
つ
い
て
牟
岐
〜
野
根
間
の
早
期
事

業
化
及
び
美
波
〜
牟
岐
間
の
計
画
段

階
評
価
の
早
期
着
手
を
お
願
い
す
る
。

③
四
国
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完
成
に

つ
い
て

四
国
横
断
自
動
車
道
・
新
直
轄
区
間

の
う
ち
、
開
通
見
通
し
が
公
表
さ
れ

た
津
田
か
ら
徳
島
東
間
に
つ
い
て
は
、

一
日
も
早
く
供
用
を
図
る
と
と
も
に
、

整
備
が
進
む
阿
南
か
ら
小
松
島
間
に

つ
い
て
も
き
め
細
や
か
に
開
通
見
通

し
を
公
表
し
、
一
体
的
な
整
備
を
お

願
い
す
る
。

④
一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
の
早
期
整

備
に
つ
い
て

一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
の
う
ち
、

那
賀
川
大
橋
付
近
４
車
線
化
の
早
期

完
成
と
橘
町
大
浦
〜
青
木
間
の
早
期

整
備
を
お
願
い
す
る
。

⑤
阿
南
イ
ン
タ
ー
関
連
道
路
の
　
整
備

促
進
に
つ
い
て

一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
と
阿
南
IC

（
仮
称
）
を
結
ぶ
東
西
幹
線
道
路
の
整

備
促
進
を
お
願
い
す
る
。

阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
（
徳
島
県
阿
南
市
）

長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
の
早
期
完
成
の

要
望

　

那
賀
川
の
水
と
共
に
生
き
る
私
た
ち

に
と
っ
て
、
流
域
の
治
水
・
利
水
・
環

境
の
課
題
解
決
に
向
け
た
各
種
対
策
が

盛
り
込
ま
れ
、
ま
た
産
業
経
済
発
展
の

ス
ト
ッ
ク
効
果
が
期
待
さ
れ
る
長
安
口

ダ
ム
改
造
事
業
の
早
期
完
成
は
悲
願
で

あ
り
ま
す
。

　

国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私
ど
も
地

域
の
実
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
那
賀

川
水
系
の
適
切
な
管
理
・
整
備
を
引
き

続
き
推
進
さ
れ
、
安
全
で
安
心
で
き
る

那
賀
川
の
未
来
を
築
く
た
め
、
恒
久
的

堆
砂
対
策
を
含
む
長
安
口
ダ
ム
改
造
事

業
の
一
日
も
早
い
完
成
が
な
さ
れ
る
よ

う
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
す
る
。

那
賀
川
渇
水
対
策
協
議
会

　
　
　
　 （
徳
島
県
阿
南
市
・
那
賀
町
）

県
南
地
域
の「
命
の
道
」・「
活
力
の
道
」早
期
整
備
完
成
と
渇
水
対
策
を
国
へ
要
望

財務省　中西祐介財務大臣政務官（H28.7.25）

!!

国土交通省　石川雄一道路局長 （H29.1.30）
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心を込めて美味しい
ご法要料理をご用意いたします。
心を込めて美味しい
ご法要料理をご用意いたします。
会席料理

4,400円コース5,500 6,600円コース円
コース

※料金はサービス料込・税抜き価格です。
※写真は6,000円コースの一例です。季節によって内容品数は変わる場合がございます。

ハウステンボス

2017.2.19thu～2017.4.17mon2017.2.19thu～2017.4.17mon

光と花。一年で最も美しいハウステンボス

　

３
月
12
日
㈰
、
阿
南
商
工
会
議
所

女
性
会
会
員
10
名
は
、
京
都
市
東
山

区
の
「
京
町
屋
」
の
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
古
都
京

都
の
文
化
財
と
し
て
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
「
賀
茂
御
祖
（
か
も
み
お

や
）
神
社
」
、
通
称
「
下
鴨
（
し
も

が
も
）
神
社
」
を
参
拝
。
糺
の
森
を

抜
け
、
鮮
や
か
な
朱
色
の
楼
門
く
ぐ

る
と
神
秘
的
な
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い

た
思
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

京
町
屋
の
「
安
食
長
屋
（
あ
じ
き

路
地
）
」
で
は
、
「
空
き
店
舗
」
の

活
用
方
法
を
視
察
し
ま
し
た
。
袋
小

路
に
な
っ
た
細
い
路
地
、
昔
な
が
ら

の
長
屋
の
風
景
を
い
つ
ま
で
も
大
切

に
し
た
い
と
、
大
屋
を
務
め
る
安
食

弘
子
さ
ん
が
創
作
活
動
に
励
む
若
者

達
に
部
屋
を
貸
し
、
伝
統
工
芸
な
ど

の
職
人
を
目
指
す
若
者
を
応
援
し
、

住
居
兼
店
舗
と
し
て
長
屋
を
活
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
作
品
に
は
古
き
伝

統
の
技
を
生
か
し
つ
つ
、
現
代
の
若

者
の
ア
イ
デ
ア
を
織
り
交
ぜ
た
素
敵

な
商
品
が
沢
山
販
売
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
京
の
伝
統
・
文
化
を
体
験

で
き
る
「
京
町
屋
体
験
工
房　

和

楽
」
で
は
、
匂
い
袋
作
り
を
体
験
し

て
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、

都
市
住
民
な
ど
地
域
外
の
人
材
を
、

地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て

受
け
入
れ
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

を
図
る
活
動
で
す
。
平
成
29
年
度
よ

り
阿
南
市
で
は
、
阿
南
商
工
会
議
所

青
年
部
が
受
け
入
れ
団
体
と
な
り
、

２
月
18
日
㈯
〜
19
㈰
の
２
日
間
で
現

地
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
２
月
18
日
㈯
は
、
西
田
会

長
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
で
、
牛

岐
城
趾
公
園
、
北
の
脇
海
水
浴
場
等

を
見
学
。
そ
の
後
、
阿
南
市
役
所
に

て
、
現
役
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

助
田
隊
員
（
椿
地
区
）
を
交
え
て
の

事
業
説
明
及
び
フ
リ
ー
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
月
19
㈰
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た
の
で
明
谷
梅
林
ま
つ
り
に
行

き
、
現
役
の
渡
辺
隊
員
（
加
茂
谷
地

区
）
も
加
わ
り
、
綺
麗
な
梅
を
見
な

が
ら
先
輩
隊
員
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
頂
き
ま
し
た
。
餅
な
げ
、
梅
の

種
飛
ば
し
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
、
段
々
と
春
が
近
づ
い
て
い
る
感

じ
が
し
ま
す
。
現
地
説
明
会
の
終
了

後
に
は
１
名
の
女
性
隊
員
が
決
ま

り
、
４
月
か
ら
活
動
を
開
始
致
し
ま

す
。

　

ま
た
、
２
月
21
日
㈫
第
11
回
青
年

部
役
員
会
で
は
、
４
名
の
新
入
会
員

が
承
認
さ
れ
、
次
年
度
体
制
に
向
け

て
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
新

し
い
メ
ン
バ
ー
共
々
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
！

女
性
会
だ
よ
り

「
京
町
屋
」視
察
研
修
を
実
施

青 年 部 だよりだより
「地域おこし協力隊（富岡地区）」

現地説明会開催

約 4,000 本の梅が植栽された明谷梅林

牛岐城趾公園展望台から富岡町を一望
「日本の渚百選」や「とくしま 88景」に
選定されている北の脇海水浴場
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那
賀
川
流
域
の
石
灰
岩
・

大
理
石
に
ま
つ
わ
る
話

嘱
託
教
授　

湯
　
城
　
豊
　
勝

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

創
造
技
術
工
学
科
　
建
設
コ
ー
ス

写真①　アナンムシオイガイ

写真③国道195号線阿瀬比町にて撮影

写
真
②

天
皇
御
休
所
正
面
額
縁
に
使
用
さ
れ
た「
時
鳥
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
参
考
文
献
❷
よ
り
）

第12回那賀川源流碑開き開催案内 　今年も那賀川アフターフォーラム主催で、【源流碑開き】を開
催します。流域の安全祈願式、上下流の小中学生による交流会、
源流域周辺清掃活動、源流の水質調査等を実施します。参加者
／先着 200 名には参加記念品として『源流餅』を配布します。みな
さん、春の那賀川源流に足をお運びください。

●日　時
●場　所

●主　催
●共　催
●協　賛

平成29年4月22日（土）  10：30～ ( 小雨決行 )
那賀町木頭北川 剣山スーパー林道・剣山トンネル西側
那賀川源流碑前広場特設会場
那賀川アフターフォーラム
ゆきかう那賀川推進会議 (国土交通省、徳島県、阿南市、那賀町ほか )
国土交通省四国地方整備局那賀川河川事務所、
阿南商工会議所、四国クリエイト協会、四国の川を考える会、
北越紀州パレット㈱ ほか

注意事項　・清掃作業のできる服装、履物で参加してください。
　　　　　・清掃道具（ゴミ袋、軍手等）は準備します。その他必要品は各自持参。
　　　　　・昼食弁当、お茶、飲み物等は各自持参願います。

那賀川アフターフォーラム　会　　長　中村　℡090-4786-5291
事務局長　森岡　℡090-4339-1341

問い合わせ

　

前
回
は
仏
像
構
造
線
の
話
で
し
た

が
、
今
回
は
そ
の
北
側
の
秩
父
帯
と
い

う
地
層
に
存
す
る
石
灰
岩
・
大
理
石
の

話
で
す
。
な
お
大
理
石
と
は
、
石
灰
岩

が
変
成
作
用
を
受
け
て
結
晶
質
岩
石
に

な
り
、
白
色
、
佳
麗
な
色
彩
・
斑
紋
を

持
つ
石
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
で
「
化
石
を
簡
単
に
見
つ
け
た
け
れ

ば
国
会
議
事
堂
へ
行
け
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
国
会
議
事
堂
は
大
理
石
と
化

石
の
宝
庫
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
っ

と
も
、
議
事
堂
に
簡
単
に
入
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
と
も

か
く
、
石
灰
岩
の
中
に
は
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
に
代
表
さ
れ
る
巻
貝
な
ど
の
化
石
が

数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
四
国
大
学
松
田
春
菜
講

師
ら
に
よ
っ
て
見
つ
け
ら
れ
て
い
た
カ

タ
ツ
ム
リ
が
２
０
１
３
年
に
新
種
と
認

め
ら
れ
「
ア
ナ
ン
ム
シ
オ
イ
ガ
イ
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
貝
は
直
径

約
3.5
ミ
リ
で
、
全
世
界
で
阿
南
市
の
石

灰
岩
地
帯
の
一
部
約
２
㎞
圏
内
で
し
か

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
写
真
①
は
松

田
先
生
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
が
、
右
下
の
白
線
の
長
さ
が
１

ミ
リ
で
す
か
ら
そ
の
大
き
さ
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
話
を
先
ほ
ど
の
大
理
石
に
戻

し
参
考
文
献
❶
❷
を
元
に
し
て
説
明
し

ま
す
が
、
こ
の
資
料
は
文
献
❷
の
共
著

者
・
東
明
省
三
氏
よ
り
頂
い
た
も
の
で

す
。
国
会
議
事
堂
は
１
９
２
０
（
大
正

９
）
年
起
工
、
１
９
３
６
（
昭
和
11
）

年
落
成
で
、
そ
の
内
装
に
は
、
国
内
各

地
の
33
〜
37
銘
柄
と
韓
国
や
台
湾
産
の

大
理
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
徳
島
県
産
が
最
も
多
く
、
阿
南
市

産
出
が
５
、
那
賀
町
産
出
が
２
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
注
目
す
べ
き
が
阿

南
市
阿
瀬
比
町
産
出
の
「
時
鳥
（
ホ
ト

ト
ギ
ス
）」
で
、
写
真
②
の
よ
う
に
議

事
堂
天
皇
御
休
所
正
面
額
縁
（
門
柱
・

梁
）
に
、
さ
ら
に
中
央
階
段
左
右
の
壁

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。写
真
③
は「
時

鳥
」
を
切
り
出
し
た
場
所
で
、
国
道
１

９
５
号
線
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
す

が
、
尾
根
左
上
部
の
の
や
や
黒
ず
ん
だ

場
所
か
ら
採
掘
し
た
そ
う
で
す
。

　

国
会
議
事
堂
で
使
わ
れ
て
い
る
那
賀

川
流
域
産
出
の
そ
の
他
の
大
理
石
に
つ

い
て
、
銘
柄
：
産
地
：
使
用
場
所
を
記

し
ま
す
。

「
淡
雪
」：
阿
南
市
加
茂
町
黒
河
：
参
議

院
議
場
回
り
と
御
休
所
前
通
路
の
幅
木

「
加
茂
更
紗
」：
阿
南
市
桑
野
町
大
地
：

中
央
玄
関
内
側
の
壁

「
答
島
」：
阿
南
市
津
乃
峰
町
東
分
：
参

議
院
記
者
階
段
の
手
す
り
と
壁
、
三
階

中
央
南
と
北
の
廊
下
の
幅
木

「
新
淡
雪
」：
阿
南
市
宝
田
町
井
関
：
参

議
院
二
階
中
央
南
廊
下
の
幅
木
、
中
央

広
間
床
の
モ
ザ
イ
ク
の
一
部

「
曙
」：
那
賀
町
（
旧
木
沢
村
）
坂
州
高

山
平
：
参
議
院
第
二
議
員
階
段
の
手
す

り
・
壁
、
各
政
党
控
室
の
ヒ
ー
タ
ー
の

天
板

「
木
頭
石
」：
那
賀
町
（
旧
木
沢
村
）
木

頭
み
さ
ご
山
：
参
議
院
副
議
長
室
の
暖

炉
　

と
こ
ろ
で
最
近
酸
性
雨
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
に
降
る
雨
の

こ
こ
数
年
間
の
pH
平
均
値
は
５
ぐ
ら
い

に
な
っ
て
い
ま
す
❸
。
河
川
に
流
れ
込

ん
だ
酸
性
の
水
は
流
下
途
中
の
ア
ル
カ

リ
分
に
よ
っ
て
中
性
化
し
、
海
に
達
す

る
こ
ろ
に
は
pH
７
ぐ
ら
い
の
中
性
に
な

る
の
が
一
般
的
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
那

賀
川
流
域
全
体
に
は
石
灰
岩
が
多
い
た

め
、
降
水
が
山
に
滲
み
込
ん
で
源
流
で

湧
出
し
た
時
点
で
既
に
pH
８
ぐ
ら
い

（
２
０
１
０
〜
２
０
１
６
源
流
で
の
デ

ー
タ
：
国
交
省
那
賀
川
河
川
事
務
所
提

供
）
に
な
り
、
下
流
ま
で
ず
っ
と
８
の

ま
ま
弱
ア
ル
カ
リ
性
と
な
っ
て
い
る
稀

有
な
河
川
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
那
賀
川
は
お
宝
と
珍

し
い
特
徴
を
持
っ
た
川
と
云
え
ま
し
ょ

う
。参考文献

❶石田啓祐外５名：徳島県産国会議事堂大理石の研
究―その 1. 産地と地質概要―，徳島大学総合科
学部 自然科学研究 , 第 18 巻 ,pp.15-23,2004 年 .

❷石田啓祐外２名：徳島県産国会議事堂大理石の研
究―その 2. 採掘関連聞き取り調査と検証―, 同第
21 巻 ,pp.33-46, 2007 年 .

❸越境大気汚染・酸性雨長期モニタリング報告書（平
成 20 ～ 24 年度）ⅶ，環境省，平成 26 年３月 .
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